
(57)【要約】

【課題】アガリクス茸製品の原材料として人工栽培した

アガリクス茸の菌糸を種菌として用いても、アガリクス

茸製品の原材料となるまで、良好に成長させることがで

きるアガリクス茸の培地を提供する。

【解決手段】アガリクス茸を栽培するための培地であっ

て、培地材料１０の少なくとも一つとして、粉砕された

竹材１２を用いてなる。なお、前記竹材１２を生竹とし

てもよく、培地材料１０に塩（塩水２０）を添加しても

よい。また、栽培されたアガリクス茸の菌糸体と共に粉

砕されて粉状の製品となる培地である場合、培地材料１

０として、さらに、粉砕されたバカス１１を用いてもよ

い。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る た め の 培 地 で あ っ て 、 培 地 材 料 の 少 な く と も 一 つ と し て 、 粉 砕 さ
れ た 竹 材 を 用 い て な る こ と を 特 徴 と す る ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 竹 材 は 、 生 竹 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 。
【 請 求 項 ３ 】
塩 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ガ リ ク ス 茸 の 培
地 。
【 請 求 項 ４ 】
栽 培 さ れ た ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体 と 共 に 粉 砕 さ れ て 粉 状 の 製 品 と な る 培 地 で あ っ て 、 培 地
材 料 と し て 、 さ ら に 、 粉 砕 さ れ た バ カ ス を 用 い て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求
項 ３ ま で の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 用 培 地 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る た め の 培 地 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ハ ラ タ ケ 科 ア ガ リ ク ス 属 の キ ノ コ で あ る ア ガ リ ク ス 茸 （ ア ガ リ カ ス 茸 と も 称 す る ） は 、 人
体 の 健 康 に 有 効 な 薬 用 成 分 を 含 ん で お り 、 薬 用 キ ノ コ と し て 活 用 さ れ て い る 。 こ の ア ガ リ
ク ス 茸 は 、 元 来 、 ブ ラ ジ ル に 自 生 す る も の で あ る が 、 近 年 で は 、 人 工 栽 培 も な さ れ て い る
。 こ こ で 、 ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る た め の 従 来 の 培 地 は 、 ト ウ モ ロ コ シ の 実 を 除 去 し た 残
り の 芯 で あ る コ ー ン コ ブ を 粉 砕 し て な る コ ー ン コ ブ ミ ー ル を 培 地 材 料 と し て い た 。 そ し て
、 ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る に 際 し て は 、 こ の 培 地 に ナ ッ ト ウ 菌 等 の 放 線 菌 を 投 入 し て 発 酵
さ せ 、 発 酵 し た 培 地 に 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌 を 植 付 け て 、 菌 糸 体 （ 菌 糸 と し て 繁 殖 し た も
の ） や 子 実 体 （ キ ノ コ と し て 成 長 し た も の ） 等 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 用 い る
こ と が で き る ま で 成 長 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 上 の 従 来 技 術 は 、 一 般 的 に な さ れ て い る 事 項 で あ り 、 本 出 願 人 は 、 出 願 時 に お い て 、 こ
の 従 来 技 術 を 特 定 す る 文 献 を 特 に 知 見 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 に 際 し て は 、 発 酵 し た 培 地 に ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌 を 植 付 け
る の で あ る が 、 こ の 種 菌 と し て 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 人 工 栽 培 し た ア ガ リ ク
ス 茸 の 菌 糸 を 用 い て も 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と な る ま で 、 良 好 に 成 長 し な い 。 特 に
、 子 実 体 と し て 成 長 し な い ば か り で な く 、 種 菌 か ら 十 分 な 菌 糸 体 と な る ま で 繁 殖 せ ず 、 未
成 熟 な ま ま 死 滅 し て し ま う 。 よ っ て 、 従 来 で は 、 種 菌 用 と し て 別 途 に 培 養 さ れ た 種 菌 を 専
用 の 業 者 か ら 購 入 し た り 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 用 と し て で は な く 、 種 菌 用 と し て 、
別 途 の 管 理 の 下 で ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る こ と を 余 儀 な く さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 如 何 に す れ ば 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 人 工 栽 培 し た ア
ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 を 種 菌 と し て 用 い て も 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と な る ま で 、 良 好 に
成 長 さ せ る こ と が で き る の か を 、 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 に 用 い ら れ る 培
地 に 着 目 し 、 こ の 培 地 を 形 成 す る た め の 培 地 材 料 に 工 夫 を 凝 ら す こ と で 、 上 記 問 題 を 解 決
す る こ と が で き る こ と を 新 た に 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 実 状 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 人 工
栽 培 し た ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 を 種 菌 と し て 用 い て も 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と な る ま
で 、 良 好 に 成 長 さ せ る こ と が で き る ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 は 、
「 ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る た め の 培 地 で あ っ て 、 培 地 材 料 の 少 な く と も 一 つ と し て 、 粉 砕
さ れ た 竹 材 を 用 い て な る こ と 」
を 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め の 主 要 な 手 段 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ こ で 、 培 地 材 料 と し て は 、 粉 砕 さ れ た 竹 材 を 、 重 量 比 率 ま た は 容 量 比 率 に て ５ ０ ％ 以 上
の 主 た る 培 地 材 料 と し て も よ く 、 或 は 、 他 の 材 料 を 主 た る 培 地 材 料 と す る 一 方 で 、 粉 砕 さ
れ た 竹 材 を 、 重 量 比 率 ま た は 容 量 比 率 に て ５ ０ ％ 以 下 の 副 た る 培 地 材 料 と し て も よ い 。 ま
た 、 種 々 の 材 料 を 添 加 材 と し て 付 加 さ れ る 程 度 の 培 地 材 料 と し 、 粉 砕 さ れ た 竹 材 を 、 重 量
比 率 ま た は 容 量 比 率 に て 、 ８ ０ ％ 以 上 、 或 は 、 ９ ０ ％ 以 上 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
竹 材 を 培 地 材 料 と し て 用 い る と 、 竹 材 に 含 ま れ る サ イ ト カ イ ニ ン （ 成 長 ホ ル モ ン ） 、 タ ケ
キ ノ ン エ キ ス 、 リ グ ニ ン 等 の 種 々 の 成 分 が 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌 か ら の 繁 殖 や 成 長 に 好 影
響 を 及 ぼ す も の と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 人 工 栽 培 し た ア
ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 を 種 菌 と し て 用 い て も 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と な る ま で 、 良 好 に
成 長 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
な お 、 竹 材 と し て は 、 生 の も の 、 所 謂 「 生 竹 （ 青 竹 と も 称 さ れ る ） 」 、 乾 燥 さ せ た も の 、
或 は 、 炭 化 し た も の 、 所 謂 「 竹 炭 」 等 、 適 宜 の 竹 材 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ
う な 竹 材 を 、 培 地 材 料 と し て 好 適 に 用 い る こ と が で き る よ う に 粉 砕 す れ ば よ く 、 例 え ば 、
下 限 と し て は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 、 好 ま し く は ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 、 最 適 に は １ ｍ ｍ 以 上 に 、 上
限 と し て は 、 １ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は ５ ｍ ｍ 以 下 、 最 適 に は ３ ｍ ｍ 以 下 に 、 粉 状 或 は 粒
状 と な る よ う に 粉 砕 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 手 段 に お い て 、
「 前 記 竹 材 は 、 生 竹 で あ る こ と を 特 徴 と す る 」
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
乾 燥 し て い な い 生 の 竹 材 、 す な わ ち 「 生 竹 」 で は 、 適 度 な 水 分 を 含 み 、 ま た 、 サ イ ト カ イ
ニ ン 、 タ ケ キ ノ ン エ キ ス 、 リ グ ニ ン 等 の 有 用 成 分 が 破 壊 さ れ ず に 残 存 す る 。 よ っ て 、 ア ガ
リ ク ス 茸 の 成 長 に 、 よ り 一 層 、 好 影 響 を 及 ぼ す も の と 考 え ら れ 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 上 記 手 段 の い ず れ か に お い て 、
「 塩 が 添 加 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 」
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 塩 を 添 加 す る た め の 手 段 と し て は 、 培 地 材 料 に 対 し て 固 体 状 の も の を 混 合 す る こ
と に よ り 添 加 し て も よ く 、 適 宜 の 濃 度 に 希 釈 し た 液 体 状 の も の 、 す な わ ち 「 塩 水 」 を 培 地
材 料 に 浴 び せ る こ と に よ り 添 加 し て も よ い 。 或 は 、 適 宜 の 濃 度 に 希 釈 し た 塩 水 に 培 地 材 料
を 浸 し 、 培 地 材 料 に 塩 水 を 含 浸 さ せ る こ と に よ っ て 、 塩 を 添 加 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
培 地 材 料 に 塩 を 添 加 す る と 、 塩 に よ る 殺 菌 効 果 や 生 物 の 育 成 に 対 す る 有 効 機 能 に よ り 、 ア
ガ リ ク ス 茸 の 成 長 に 、 よ り 一 層 、 好 影 響 を 及 ぼ す も の と 考 え ら れ 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 「 塩 」 と し て は 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ が ９ ９ ％ 以 上 の 純 度 の 高 い 工 業 生 産 さ れ た も の を 用 い て
も よ い が 、 天 然 海 水 や 岩 塩 か ら 生 産 し た 天 然 塩 を 用 い る と 、 生 物 の 育 成 に 有 用 な ミ ネ ラ ル
や 微 量 元 素 を 豊 富 に 含 む こ と か ら 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 成 長 の 促 進 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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こ こ で 、 天 然 海 水 に は 、 ０ ． ０ ０ １ ｐ ｐ ｍ の レ ベ ル で 含 有 元 素 を 分 析 す る と 、 Ｏ （ 酸 素 ）
、 Ｈ （ 水 素 ） 、 Ｃ ｌ （ 塩 素 ） 、 Ｃ （ 炭 素 ） 、 Ｎ （ 窒 素 ） 、 Ｎ ａ （ ナ ト リ ウ ム ） 、 Ｍ ｇ （ マ
グ ネ シ ウ ム ） 、 Ｓ （ 硫 黄 ） 、 Ｋ （ カ リ ウ ム ） 、 Ｃ ａ （ カ ル シ ウ ム ） 、 Ｂ ｒ （ 臭 素 ） 、 Ｂ （
ホ ウ 素 ） 、 Ｓ ｉ （ ケ イ 素 ） 、 Ｓ ｒ （ ス ト ロ ン チ ウ ム ） 、 Ｎ ｂ （ ニ オ ブ ） 、 Ｌ ｉ （ リ チ ウ ム
） 、 Ｂ ｅ （ ベ リ リ ウ ム ） 、 Ａ ｌ （ ア ル ミ ニ ウ ム ） 、 Ｐ （ リ ン ） 、 Ｓ ｃ （ ス カ ン ジ ウ ム ） 、
Ｔ ｉ （ チ タ ン ） 、 Ｈ ｇ （ 水 銀 ） 、 Ｖ （ バ ナ ジ ウ ム ） 、 Ｃ ｒ （ ク ロ ム ） 、 Ｍ ｎ （ マ ン ガ ン ）
、 Ｆ ｅ （ 鉄 ） 、 Ｃ ｏ （ コ バ ル ト ） 、 Ｎ ｉ （ ニ ッ ケ ル ） 、 Ｔ ｌ （ タ リ ウ ム ） 、 Ｃ ｕ （ 銅 ） 、
Ｚ ｎ （ 亜 鉛 ） 、 Ｇ ａ （ ガ リ ウ ム ） 、 Ｇ ｅ （ ゲ ル マ ニ ウ ム ） 、 Ａ ｓ （ ヒ 素 ） 、 Ｓ ｅ （ セ レ ン
） 、 Ｐ ｂ （ 鉛 ） 、 Ｙ （ イ ッ ト リ ウ ム ） 、 Ｚ ｒ （ ジ ル コ ニ ウ ム ） 、 Ｍ ｏ （ モ リ ブ デ ン ） 、 Ｒ
ｕ （ ル テ ニ ウ ム ） 、 Ｒ ｈ （ ロ ジ ウ ム ） 、 Ｐ ｄ （ パ ラ ジ ウ ム ） 、 Ｂ ｉ （ ビ ス マ ス ） 、 Ａ ｇ （
銀 ） 、 Ｃ ｄ （ カ ド ミ ウ ム ） 、 Ｉ ｎ （ イ ン ジ ウ ム ） 、 Ｓ ｎ （ ス ズ ） 、 Ｓ ｂ （ ア ル チ モ ン ） 、
Ｔ ｅ （ テ ル ル ） 、 Ｏ ｓ （ オ ス ミ ウ ム ） 、 Ｉ （ ヨ ウ 素 ） 、 Ｂ ａ （ バ リ ウ ム ） 、 Ｌ ａ （ ラ ン タ
ン ） 、 Ｃ ｅ （ セ リ ウ ム ） 、 Ｐ ｒ （ プ ラ セ オ ジ ウ ム ） 、 Ｎ ｄ （ ネ オ ジ ウ ム ） 、 Ｉ ｒ （ イ リ ジ
ウ ム ） 、 Ｓ ｍ （ サ マ リ ウ ム ） 、 Ｅ ｕ （ ユ ウ ロ ピ ウ ム ） 、 Ｇ ｄ （ ガ ド リ ニ ウ ム ） 、 Ｔ ｂ （ テ
ル ビ ウ ム ） 、 Ｄ ｙ （ ジ ス プ ロ シ ウ ム ） 、 Ｈ ｏ （ ホ ル ミ ウ ム ） 、 Ｐ ｔ （ 白 金 ） 、 Ｅ ｒ （ エ リ
ビ ウ ム ） 、 Ｔ ｍ （ ツ リ ウ ム ） 、 Ｙ ｂ （ イ ッ テ ル ビ ウ ム ） 、 Ｌ ｕ （ ル テ ニ ウ ム ） 、 Ｈ ｆ （ ハ
フ ニ ウ ム ） 、 Ｔ ａ （ タ ン タ ル ） 、 Ａ ｕ （ 金 ） 、 Ｗ （ タ ン グ ス テ ン ） 、 Ｒ ｅ （ レ ニ ウ ム ） の
７ ３ 元 素 が 含 ま れ て い る 。 よ っ て 、 種 々 の 元 素 が 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 成 長 に 有 用 に 働 く と 思
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 上 記 手 段 の い ず れ か に お い て 、
「 栽 培 さ れ た ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体 と 共 に 粉 砕 さ れ て 粉 状 の 製 品 と な る 培 地 で あ っ て 、 培
地 材 料 と し て 、 さ ら に 、 粉 砕 さ れ た バ カ ス を 用 い て な る こ と を 特 徴 と す る 」
と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ こ で 、 「 バ カ ス 」 と は 、 砂 糖 の 原 材 料 で あ る サ ト ウ キ ビ か ら エ キ ス を 搾 り 出 し た 残 り カ
ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ア ガ リ ク ス 茸 を 原 材 料 と し て 、 健 康 を 促 す 食 品 、 医 薬 品 、 嗜 好 品 等 の 種 々 の 製 品 を 製 造 す
る 場 合 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌 を 菌 糸 体 と な る ま で 繁 殖 さ せ 、 こ の 菌 糸 体 を 収 穫 し て 、 培 地
ご と 粉 砕 し て 粉 状 の 製 品 と す る こ と が あ る 。 こ の よ う な ア ガ リ ク ス 茸 製 品 で は 、 培 地 材 料
が 、 口 に 含 ん だ 時 の 口 当 た り や 舌 触 り に 大 き く 影 響 す る 。 こ こ で 、 従 来 の よ う に 、 コ ー ン
コ ブ ミ ー ル を 主 た る 培 地 材 料 と す る と 、 コ ー ン コ ブ ミ ー ル は 繊 維 質 が 硬 い た め 、 砂 の よ う
な ジ ャ リ ジ ャ リ と し た ザ ラ ツ キ 感 を 与 え 、 口 当 た り や 舌 触 り が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ こ で 、 上 記 の よ う に 、 培 地 材 料 と し て 、 粉 砕 さ れ た バ カ ス を 用 い る と 、 バ カ ス は 、 コ ー
ン コ ブ ミ ー ル よ り も 繊 維 質 が 軟 ら か い た め 、 口 当 た り や 舌 触 り を 良 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 上 記 構 成 は 、 培 地 材 料 と し て コ ー ン コ ブ ミ ー ル を 用 い る こ と を 排 除 す る も の で は な
く 、 た と え 培 地 材 料 と し て コ ー ン コ ブ ミ ー ル を 用 い た と し て も 、 さ ら に 、 培 地 材 料 と し て
粉 砕 さ れ た バ カ ス を 用 い る こ と で 、 製 品 の 口 当 た り や 舌 触 り を 改 善 す る こ と が で き る 。 こ
こ で 、 製 品 の 良 好 な 口 当 た り や 舌 触 り を 確 保 す る た め に は 、 竹 材 及 び バ カ ス に よ っ て 、 重
量 比 率 ま た は 容 量 比 率 に て 、 ５ ０ ％ 以 上 、 好 ま し く は ７ ０ ％ 以 上 、 最 適 に は ９ ０ ％ 以 上 の
主 た る 培 地 材 料 を 構 成 す る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 る ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 の 実 施 形 態 と し て の 一 例 を 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 方 法 及
び ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 製 造 方 法 と 共 に 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 培 地 の 主 た る 材 料 と な る ３ ０ ｋ ｇ の 主 材 料 １ １ を 塩 水 ２ ０ に ８
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～ １ ５ 時 間 浸 し て 、 塩 が 添 加 さ れ た ７ ２ ｋ ｇ の 主 材 料 １ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 塩 水 ２ ０ と し て は 、 天 然 海 水 か ら 精 製 し た 天 然 塩 を 、 ５ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ 倍 に
希 釈 し て な る 塩 水 ２ ０ 、 す な わ ち 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ２ ％ の 濃 度 の 塩 水 ２ ０ を 用 い る 。 ま
た 、 主 材 料 １ １ と し て は 、 サ ト ウ キ ビ か ら 砂 糖 の エ キ ス を 搾 り 出 し た 残 り カ ス で あ る 「 バ
カ ス 」 を 粉 砕 し て 、 ０ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ の 粒 体 と ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 粉 末 体 と が 、 ３ ： ７ ～ ７ ：
３ の 割 合 、 好 ま し く は ４ ： ６ ～ ６ ： ４ の 割 合 、 さ ら に 好 ま し く は 略 半 々 の 割 合 で 混 合 さ れ
た の も の を 使 用 す る 。 こ の よ う な 主 材 料 １ １ を 用 い る こ と で 、 後 述 す る 発 酵 が 良 好 に 進 行
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
な お 、 主 材 料 １ １ と し て は 、 「 バ カ ス 」 に 限 ら ず 、 ト ウ モ ロ コ シ の 実 を 除 去 し た 残 り の 芯
で あ る コ ー ン コ ブ を 粉 砕 し て な る 「 コ ー ン コ ブ ミ ー ル 」 の 粒 体 と 粉 末 体 と を 、 上 述 と 同 様
な 混 合 比 で 混 合 し た も の を 使 用 し た り 、 夫 々 、 粒 体 と 粉 末 体 と を 上 述 と 同 様 な 混 合 比 で 混
合 し た 「 バ カ ス の 粉 砕 物 」 と 「 コ ー ン コ ブ ミ ー ル 」 と を 、 夫 々 、 適 宜 な 比 率 で 混 合 し て な
る も の を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 主 材 料 １ １ に 、 培 地 の 副 材 料 １ ２ と し て 、 竹 材 で あ る 生
竹 を ０ ． ３ ～ １ ｍ ｍ の 粒 状 に 粉 砕 し た も の を ５ ～ ３ ５ ｋ ｇ 、 発 酵 の 栄 養 源 と な る 栄 養 材 料
１ ３ と し て 、 オ カ ラ を １ ３ ～ １ ６ ｋ ｇ 、 混 合 し て 、 全 体 で 培 地 材 料 １ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 培 地 材 料 １ ０ を 木 製 の 容 器 ５ ０ に 充 填 し 、 培 地 材 料 １ ０
を 発 酵 さ せ る た め に 納 豆 菌 等 の 放 線 菌 ３ ０ を 投 入 す る 。 な お 、 一 度 使 用 し た 容 器 ５ ０ を ２
回 目 以 降 に 再 度 使 用 す る 場 合 に は 、 容 器 ５ ０ 自 体 に 放 線 菌 ３ ０ が 定 着 し て い る た め 、 放 線
菌 ３ ０ の 投 入 量 を 減 ら し た り 、 新 た な 投 入 を 省 略 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 容 器 ５ ０ と
し て は 、 幅 及 び 奥 行 き が ８ ０ ～ １ ０ ０ ｃ ｍ 角 で 、 高 さ が ２ ５ ｃ ｍ の 木 枠 を 用 い る 。 ま た 、
こ の 木 枠 を 構 成 す る 木 材 と し て は 、 杉 を 用 い る 。 そ し て 、 容 器 ５ ０ の 底 面 を 、 ５ ～ １ ０ メ
ッ シ ュ の 網 材 か ら 形 成 し 、 容 器 ５ ０ 内 の 良 好 な 通 気 性 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 培 地 材 料 １ ０ を 容 器 ご と 、 気 密 性 の 高 い 密 閉 室 に 収 容 し 、 発 酵 さ せ る 。 こ の 発 酵 工
程 で は 、 室 内 を 加 熱 し 、 培 地 材 料 １ ０ の 温 度 が ６ ５ ～ ８ ５ ℃ と な っ た 状 態 で ２ ～ ４ 日 間 維
持 さ せ た 後 、 自 然 冷 却 す る 。 そ し て 、 培 地 材 料 １ ０ の 温 度 が ４ ０ ～ ５ ０ ℃ に 下 が っ た ら 、
室 温 を ４ ５ ～ ５ ５ ℃ と し て 、 １ ５ ～ ３ ０ 日 間 維 持 す る 。 こ の 時 、 培 地 材 料 １ ０ が 酸 欠 に な
ら な い よ う に 注 意 し な け れ ば な ら な い の で あ る が 、 容 器 ５ ０ の 底 面 が 網 材 か ら な り 、 良 好
な 通 気 性 が 確 保 さ れ て い る た め 、 不 用 意 に 酸 欠 状 態 と な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
最 後 に 、 培 地 材 料 １ ０ の 発 酵 が 進 行 し 、 Ｐ Ｈ が ６ ． ５ ～ ７ ． ２ と な り 、 培 地 材 料 １ ０ の 表
面 が 、 白 く 霜 が 降 っ た よ う な 状 態 と な っ た ら 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 木 製 の 大 型 の 容
器 ５ ０ か ら 培 地 材 料 １ ０ を 、 ６ ～ ８ ｋ ｇ ず つ 、 小 型 の 容 器 ６ ０ に 移 し 換 え 、 室 温 を ６ ０ ℃
程 度 と し て 、 ８ ～ １ ０ 時 間 維 持 し 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 有 害 菌 を 死 滅 さ
せ 、 発 酵 し た 培 地 を 完 成 さ せ る 。 こ こ で 、 小 型 の 容 器 ６ ０ と し て は 、 幅 ４ ５ ｃ ｍ × 奥 行 き
３ ０ ｃ ｍ × 高 さ ２ ０ ｃ ｍ の も の を 用 い る が 、 材 質 と し て は 、 木 製 に 限 ら ず 、 樹 脂 製 や 金 属
製 で あ っ て も よ い 。 な お 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 工 程 で は 、 容 器 ６ ０ 自 体 に 放 線 菌 ３ ０ が 定
着 し て い る 必 要 は な い た め 、 繰 り 返 し 使 用 す る に 際 し て の 耐 久 性 の 面 で 、 容 器 ６ ０ を 堅 固
な 樹 脂 製 や 金 属 製 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 上 述 の よ う に 培 地 材 料 １ ０ を 発 酵 さ せ て 形 成 し た 培 地 に て ア ガ リ ク ス 茸 を 栽 培 す る
工 程 を 、 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
加 熱 し て 有 害 菌 が 死 滅 し た 培 地 を 自 然 冷 却 し て 、 培 地 の 温 度 が ３ ０ ～ ３ ５ ℃ に 下 が っ た ら
、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌 ４ ０ を 植 え 付 け る 。 そ し て 、 室 温 を ２ ６
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℃ と し て 、 １ ～ ２ ヶ 月 維 持 す る 。 こ の 時 、 的 確 な 温 度 管 理 を 容 易 に 行 う こ と が で き る よ う
に 、 栽 培 を 密 閉 室 に て 行 う こ と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 酸 欠 と な ら な い よ う に 、 適 度 な 換 気
を 行 う こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
１ ～ ２ ヶ 月 経 過 す る と 、 培 地 全 体 に 菌 糸 が 白 く 廻 り 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体 ４ １ が 繁 殖 す
る 。 こ こ で 、 こ の 菌 糸 体 ４ １ を ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と す る 場 合 に は 、 容 器 ６ ０ ご と
、 冷 凍 庫 に 収 容 し 、 － ３ ０ ～ － ２ ０ ℃ で ２ ４ ～ ２ ８ 時 間 維 持 し て 完 全 冷 凍 さ せ た 後 、 自 然
解 凍 さ せ 、 容 器 ６ ０ か ら 取 り 出 し て 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 菌 糸 体 ４ １ と し て の 原 材
料 を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 さ ら に 栽 培 を 継 続 し て 子 実 体 ４ ２ を 得 る た め に は 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 全 体
に 菌 糸 体 ４ １ が 廻 っ た 培 地 の 表 面 に 、 ３ ～ ５ ｃ ｍ の 厚 み で 土 ７ ０ を 被 せ 、 室 温 を ２ ６ ℃ と
し て 、 さ ら に ３ ０ ～ ４ ５ 日 維 持 す る 。 す る と 、 図 ２ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 子 実 体 ４ ２ と し
て の キ ノ コ が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ 程 度 に 成 長 す る 。 そ し て 、 こ の 成 長 し た 子 実 体 ４ ２ を 手 作 業 に
て １ 本 づ つ 収 穫 し 、 １ 時 間 以 内 に 、 素 早 く 土 付 き 部 分 を 削 ぎ 落 と し 、 乾 燥 室 に 入 れ て 完 全
乾 燥 さ せ 、 子 実 体 ４ ２ と し て の 原 材 料 を 得 る 。 こ こ で 、 乾 燥 工 程 で は 、 乾 燥 室 の 室 温 を ４
０ ～ ４ ５ ℃ と す る と 共 に 、 適 度 な 湿 度 、 例 え ば 、 ４ ０ ～ ８ ０ ％ 、 好 適 に は ５ ０ ～ ７ ０ ％ 、
さ ら に 好 適 に は ６ ０ ％ 程 度 に 維 持 し て 、 ７ ～ １ ０ 時 間 か け て ゆ っ く り と 乾 燥 を 行 う と 、 子
実 体 ４ ２ の 内 部 か ら 乾 燥 が 進 行 し 、 子 実 体 ４ ２ を 良 好 に 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て
、 得 た 子 実 体 ４ ２ の 原 材 料 を 保 存 す る 場 合 に は 、 乾 燥 後 、 直 ち に 、 冷 凍 庫 に 入 れ 、 － ３ ０
～ － ２ ０ ℃ で 冷 凍 保 存 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 上 述 し た 栽 培 工 程 か ら 得 ら れ た ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体 ４ １ 及 び 子 実 体 ４ ２ の 原 材 料
か ら 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 と し て 、 粉 状 の も の 及 び 液 状 の も の を 製 造 す る 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま ず 、 粉 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 解 凍 し た 菌 糸 体 ４ １ か ら な る 原 材
料 ７ ｋ ｇ に 、 コ ウ ジ を ３ ｋ ｇ 混 ぜ て １ ～ ２ 時 間 放 置 す る 。 こ の 時 、 天 然 海 水 か ら 精 製 し た
天 然 塩 を １ ～ １ ０ ０ ｇ 、 添 加 す る 。 こ れ に よ り 、 粉 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 嗜 好 性 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 上 記 の コ ウ ジ と し て は 、 米 コ ウ ジ を 用 い る の が 好 ま し く 、 特
に 、 無 農 薬 の 合 鴨 米 を 用 い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
次 に 、 コ ウ ジ を 混 ぜ た 菌 糸 体 ４ １ を 乾 燥 室 に 入 れ て 、 室 温 ４ ０ ～ ４ ５ ℃ 、 湿 度 ４ ０ ～ ７ ０
％ で ７ ～ １ ０ 時 間 維 持 し て 完 全 乾 燥 さ せ た 後 、 室 温 を ６ ０ ℃ に 上 げ て ２ ～ ３ 時 間 維 持 し て
、 殺 菌 す る 。 そ し て 、 冷 凍 保 存 し て お い た 子 実 体 ４ ２ か ら な る 原 材 料 を １ ０ ～ １ ０ ０ ｇ 混
ぜ て 、 粉 砕 機 に よ っ て 微 粉 末 の 粉 状 と な る よ う に 粉 砕 し 、 ア ル ミ の 分 包 に 入 れ 、 再 度 、 乾
燥 室 に て ６ ０ ℃ で １ ～ ２ 時 間 殺 菌 処 理 を し て 、 粉 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ こ で 、 菌 糸 体 ４ １ は 、 培 地 と 共 に 粉 砕 し て 粉 状 と さ れ る た め 、 粉 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品
で は 、 培 地 材 料 １ ０ が 含 ま れ こ と に な る が 、 培 地 材 料 １ ０ の 一 つ と し て 、 バ カ ス が 用 い ら
れ て い る た め 、 コ ー ン コ ブ ミ ー ル を 培 地 の 主 材 料 １ １ と し た 従 来 品 よ り も 、 口 に 含 ん だ 時
の 口 当 た り や 舌 触 り が 良 好 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 液 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 解 凍 し た 菌 糸 体 ４ １ か ら な る 原 材
料 ９ ｋ ｇ に 、 コ ウ ジ を １ ｋ ｇ 混 ぜ て １ ～ ２ 時 間 放 置 す る 。 こ の 時 、 天 然 海 水 か ら 精 製 し た
天 然 塩 を １ ～ １ ０ ０ ｇ 、 添 加 す る 。 こ れ に よ り 、 液 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 嗜 好 性 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 液 状 の も の で は 、 粉 状 ほ ど 、 嗜 好 性 を 向 上 さ せ な く て も 良 好
に 服 用 す る こ と が で き る の で 、 粉 状 の も の に 比 し て 、 ア ガ リ ク ス 茸 に 対 す る コ ウ ジ や 塩 の
量 の 割 合 を 少 な く す る こ と が で き 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 有 効 成 分 の 比 率 を 高 め る こ と が で き る
。 ま た 、 上 記 の コ ウ ジ と し て は 、 米 コ ウ ジ を 用 い る の が 好 ま し く 、 特 に 、 無 農 薬 の 合 鴨 米
を 用 い る の が 好 ま し い の は 同 様 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 １ ～ ２ 時 間 放 置 し た 菌 糸 体 ４ １ に 、 冷 凍 保 存 し て お い た 子 実 体 ４ ２ か ら な る 原 材 料
を １ ０ ～ １ ０ ０ ｇ 混 ぜ て 熱 水 に 浸 し 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 有 効 成 分 、 及 び 、 コ ウ ジ の 旨 み 成 分
を 抽 出 し て 、 エ キ ス を 精 製 す る 。 そ し て 、 こ の エ キ ス を 、 － ３ ０ ～ １ ３ ０ ℃ の 耐 寒 耐 熱 性
に 優 れ た レ ト ル ト パ ウ チ 袋 に 入 れ 、 こ の レ ト ル ト パ ウ チ 袋 を １ ２ １ ℃ の 熱 水 に ２ ０ ～ ４ ０
分 浸 し て 加 圧 滅 菌 し 、 液 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 上 の よ う に 製 造 し た 粉 状 ま た は 液 状 の ア ガ リ ク ス 茸 製 品 で は 、 コ ウ ジ の 旨 み 成 分 に 加 え
て 、 塩 が 添 加 さ れ て い る た め 、 旨 み が よ り 一 層 増 し 、 嗜 好 性 が 向 上 さ れ た 製 品 と な っ て い
る 。 ま た 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体 及 び 子 実 体 の 有 効 成 分 に 加 え て 、 天 然 塩 の ミ ネ ラ ル 成 分
、 竹 材 、 バ カ ス 、 コ ー ン コ ブ 等 の 繊 維 質 、 竹 材 の 有 効 成 分 等 、 種 々 の 成 分 が 加 わ り 、 人 体
の 健 康 に 効 能 の 高 い 製 品 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
次 に 、 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 に 際 し て 、 本 発 明 に 係 る 培 地 を 使 用 し た 例 （ 以 下 「 比 較 例 １ 」
と い う ） と 、 従 来 の 培 地 を 使 用 し た 例 （ 以 下 「 比 較 例 ２ 」 と い う ） と を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
比 較 例 １ で は 、 上 述 し た 通 り 、 培 地 材 料 １ ０ の 一 つ と し て 竹 材 を 用 い て な る 培 地 を 発 酵 さ
せ 、 こ の 発 酵 し た 培 地 に 種 菌 を 植 付 け て 繁 殖 さ せ た 。 な お 、 培 地 の 主 材 料 １ １ と し て コ ー
ン コ ブ ミ ー ル を 採 用 す る 以 外 は 、 上 述 で 例 示 し た 栽 培 方 法 と 同 様 な 条 件 に て 栽 培 を 行 っ た
。 ま た 、 種 菌 と し て は 、 竹 材 を 含 ま ず 、 コ ー ン コ ブ ミ ー ル を 培 地 材 料 １ ０ と し て な る 培 地
を 用 い て 栽 培 し て 得 た 菌 糸 体 ４ １ を 小 分 け し た も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 述 の 例 と 同 様 な 小 型 の 容 器 ６ ０ に 発 酵 し た 培 地 を 収 容 し て 種 菌 を 植 付 け 、 １ ヶ 月 経 過 後
に 観 察 す る と 、 培 地 の 上 面 全 体 、 及 び 、 培 地 の 深 さ 全 体 に 渡 っ て 、 菌 糸 体 ４ １ が 良 好 に 繁
殖 し て い た 。 そ し て 、 そ の ま ま 栽 培 を 継 続 す る と 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 十 分
に 繁 殖 し た 菌 糸 体 ４ １ を 得 る こ と が で き た 。 ま た 、 さ ら に 栽 培 を 継 続 す る と 、 ア ガ リ ク ス
茸 製 品 の 原 材 料 と し て 十 分 に 成 長 し た 子 実 体 ４ ２ を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
一 方 、 比 較 例 ２ で は 、 培 地 材 料 １ ０ の 一 つ と し て 竹 材 を 用 い な い こ と 以 外 、 比 較 例 １ と 同
様 と し て 、 栽 培 を 行 っ た 結 果 、 種 菌 を 植 付 け て １ ヶ 月 経 過 後 で も 、 培 地 の 上 面 全 体 の 半 分
程 度 し か 菌 糸 体 ４ １ が 繁 殖 し て お ら ず 、 し か も 、 菌 糸 体 ４ １ の 繁 殖 は 培 地 の 表 面 に 止 ま っ
て い た 。 そ し て 、 そ の ま ま 栽 培 を 継 続 す る と 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 十 分 に 繁
殖 し た 菌 糸 体 ４ １ を 得 る こ と が で き な い ば か り で な く 、 菌 糸 体 ４ １ が 死 滅 し て し ま っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 細 に 説 明 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と し て 人 工 栽 培 し た ア ガ
リ ク ス 茸 の 菌 糸 を 種 菌 と し て 用 い て も 、 ア ガ リ ク ス 茸 製 品 の 原 材 料 と な る ま で 、 良 好 に 成
長 さ せ る こ と が で き る ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ア ガ リ ク ス 茸 の 培 地 の 製 造 工 程 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ア ガ リ ク ス 茸 の 栽 培 工 程 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 培 地 材 料
１ １ 　 主 材 料 （ バ カ ス 、 コ ー ン コ ブ ミ ー ル 等 ）
１ ２ 　 副 材 料 （ 竹 材 ）
１ ３ 　 栄 養 材 料 （ オ カ ラ ）
２ ０ 　 塩 水 （ 天 然 塩 を 希 釈 し た 塩 水 ）
３ ０ 　 放 線 菌
４ ０ 　 ア ガ リ ク ス 茸 の 種 菌
４ １ 　 ア ガ リ ク ス 茸 の 菌 糸 体
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４ ２ 　 ア ガ リ ク ス 茸 の 子 実 体
５ ０ 　 容 器
６ ０ 　 容 器
７ ０ 　 土

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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